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所収遺跡名 種別 主な
時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

福井城跡
城郭

城下町

中世
近世

縄文～古墳時代
奈良・平安時代

石垣、堀、道路、土
橋、土塀、屋敷境溝、
礎石建物、掘立柱建
物、井戸、園池、廃
棄土坑など

自然河川、井戸、溝、
土坑など

土器（土師質皿）、陶
磁器、瓦、木製品（下
駄・漆器）、石製品

（行火・石瓦）、金属
製品（刀装具・煙管）、
自然遺物（種子・骨）
など

縄文土器、弥生土器、
須恵器、土師器など

中ノ馬場地区で、そ
の名称のもととなっ
た直線的に延びる砂
利敷道路（中ノ馬場）
が 180 ｍにわたり検
出された。
松原地区の屋敷境溝
の前身となる自然河
川から刀傷の残る頭
蓋骨が検出された。

要　　約

　ＪＲ北陸線外２線連続立体交差事業に伴う、えちぜん鉄道地点での調査。調査区は、福
井城東北部の「松原」地区から「元割場」・「百間堀土橋」を経て、南の「中ノ馬場」地区
にまたがる。大部分が武家屋敷地で、石垣・堀・道路・土橋などの街区に関わる遺構や、
屋敷境溝・建物跡・井戸・園池などの屋敷地に関わる遺構が検出された。また、松原地区
では、下層から古代（奈良・平安時代）の井戸や溝、古墳時代前期前葉の溝が検出された。
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